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授業の方法 実習 

開講年次 3年 第 2クォーター 

講義内容 

日本における旅行産業は今後の成長が国策的にも期待されている。本実習

では観光立国推進政策の中核的産業である旅行産業の各旅行観光施設で

実務を遂行することにより、基本的な知識・技能などの業務遂行力の修得

に加え、企画力の修得を目的とする。 

実習施設では、企画、現場業務などに従事することにより、地域の観光資

源を探求し、着地型観光事業や観光地間周遊の現状と課題を理解し、地域

における旅行業の役割について理解を深める。 

到達目標 

将来、旅行産業・観光産業において経営者等中核的な役割を担う人材育成

のため、旅行業の企画力の修得を目標とする。 

・旅行業の役割、実務の流れについて理解し、説明できる。 

・旅行業の基本的業務について、遂行できる。 

・旅行業の可能性や課題を把握することができる。 

・旅行業の業務内容について、積極的に改善を提案することができる。 

・旅行業のツアー企画などについて、主体的に取り組むことができる。 

授業計画 

旅行産業の各観光施設において、実習期間 10日間の臨地実務実習を行う。 

実習施設において、基礎訓練の後、実習指導者の指導のもと、旅行業にお

ける顧客対応業務や企画業務などの実務に従事し、サービスの企画力を学

修する。中間地点及び最終日には、学生による報告を実施するほか、最終

日には施設長等との意見交換を行う。 

実習中は当日の業務内容等を記載した日報を担当教員及び実習指導者へ

提出する。 

実習後には、完了報告書を提出し、教員による指導を受けることとする。 

事前･事後 

学習 

事前学修として、実習施設を調査し、実習計画書を作成すること。 

事後学修として、完了報告書を作成すること。 

テキスト 特に指定しない 

参考文献 特に指定しない 

成績評価 

の 基 準  
最終発表 30% 、実習への取り込み姿勢や日報の内容など実習態度 70%  

履修上の注意

履修要件 
特に指定しない 



 

実践的教育 
学外の臨地実務実習先の実習指導者から、実践的な指導を受けながら実習

をすることから、実践的教育に該当する。 

備考欄  


